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ポストコロナ時代の都市圏づくりの方向性に関する調査について 

～ 広島広域都市圏を対象として ～ 

 

一般社団法人中国経済連合会（会長 清水希茂）は、中国電力株式会社（社長 瀧本夏彦）

ならびに公益財団法人中国地域創造研究センター（会長 芦谷茂）と共同で、ポストコロナ時

代の都市圏づくりの方向性に関する調査を実施しました。 

この度、同調査結果を報告書としてとりまとめましたので、お知らせします。 

 

1．調査の目的 

少子高齢化や人口減少が全国に先駆けて進行する中国地域において地方創生を強力に推進

するためには、人口ダム効果が期待できる拠点都市を中心とした都市圏における取組が重要で

あり、ポストコロナ時代にふさわしい都市圏形成について検討が必要です。 

本調査は、こうした問題意識のもと、中国地域最大の都市圏である広島広域都市圏（以下、  

「広島都市圏」）を取り上げ、圏域の地域特性を踏まえた発展の方向性と具体的な取組につい

て、各分野の有識者で構成する検討委員会により検討しました。 

注：広島広域都市圏：広島市の都心部からおおむね 60km の圏内にある、東は三原市から 

西は山口県柳井市周辺までの 28 市町で構成される都市圏。 

 

２．調査結果のポイント 

今回の調査により、広島都市圏の今後の都市圏づくりの方向性を以下のとおり取りまとめま

した。 

調査結果の詳細は、調査結果概要版および報告書をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の都市圏づくりの方向性】 

 

① 《周辺都市・地域》 働き・暮らせる都市圏構造の構築 

 働く場、趣味・娯楽の場、交流の場など、これまで主に都心が担ってきた機能の一部を周辺都市

等にも整備し、居住機能と融合した生活圏の形成を図る。 

② 《都心》 リアルな体験や多様な交流を提供し、居心地の良い都心づくり 

 オンラインで代替できない体験や交流機会の提供、自然環境など広島の個性を活かした居心地

のよい都市空間の創出など、利便性・経済性だけでない、都心の新たな価値を創出する。 

③ 《繋げる》 都市圏の連担性と魅力を高めるモビリティの提供 

 シームレスな交通ネットワークを構築するとともに、都心においては、環境にやさしい多様な交

通モードの組み合わせや歩いて楽しい移動環境を創出する。 

《本報道資料は、広島経済記者クラブに発表しています》 



 

 

３．検討委員会の構成 

    【委員】 ※（   ）は専門分野等 

   （ 地 域 政 策 等 ） 戸田 常一／安田女子大学現代ビジネス学部 教授〈委員長〉 

   （ 交通・インフラ ）  神田 佑亮／呉工業高等専門学校 教授 

   （ 都市政策・環境 ） 田中 貴宏／広島大学大学院先進理工系科学研究科 教授 

   （ 地域・人づくり ） 木原 一郎／広島修道大学国際コミュニティ学部 准教授 

 

 ・本調査結果は、当連合会ホームページに掲載しています。 

   ＵＲＬ：https://chugokukeiren.jp（中国経済連合会トップ―提言・要望・報告） 

      中国経済連合会（担当：土井） TEL：082-548-8519／FAX：082-245-8305 

 

 ・本調査結果に関するご質問等がございましたら、下記までご連絡ください。 

   中国地域創造研究センター（担当：吉田） TEL：082-548-8718／FAX：082-245-7629 

 

 

以 上   



ポストコロナ時代の都市圏づくりに関する調査研究／概要版

■調査の概要

(1)調査の⽬的
 少⼦化・⾼齢化や⼈⼝減少が進⾏する中国地域において地⽅創
⽣を強⼒に推進するためには、⼈⼝ダム効果が期待できる拠点
都市を中⼼とした都市圏における取組が重要。

 ポストコロナ時代にふさわしい都市圏形成について、圏域の地
域特性を踏まえた発展の⽅向性と具体的な取組を検討。

(２)対象圏域
 広島広域都市圏（広島都市圏）
※広島市の都⼼部からおおむね60kmの圏内に
ある、東は三原市エリアから⻄は⼭⼝県柳井
市エリアまでの28市町で構成される都市圏

(３)調査の視点
 ⼈⼝減少やコロナ禍によるライフスタイル等の変化などを踏まえ、都
市圏の機能分担のあり⽅や拠点都市の機能強化のあり⽅など、広島都
市圏の今後の⽅向性を検討。

 時代の潮流を踏まえた⻑期的な視点から、広島都市圏の特性を踏まえ
た、広島らしさを活かした⽅策を検討。

 「第2期広島広域都市圏発展ビジョン」を踏まえ、ポストコロナ時代
における⽅策を提⽰。

①都⼼と連担し、周
辺都市・地域でも
働き・暮らせる都
市圏構造の構築

②リアルな体験と多
様な交流を提供し、
居⼼地の良い都⼼
づくり

③都市圏の連担性と
魅⼒を⾼めるモビ
リティの提供

■調査結果

①新たなワークスタイル
の確⽴による広島らし
さの発揮

②居住地周辺における
サードプレイスの形成

② 周辺都市等へのビジネス拠点の整備

① 広島らしいワークスタイルを可能とする多様な働き⽅の導⼊・促進

① 居住地周辺へのビジネス⽀援機能の整備

② 空き家、公園等を活⽤した都市サービスの提供

①都⼼における多層的な
交流・体験の場の創出

③都⼼の⾯的な魅⼒を⾼
めるエリアマネジメ
ントの推進

②⽔の都にふさわしい⾵景
や川辺の賑わいづくり

都市圏づくりの⽅向性

① 多層的な交流を促進する拠点機能の整備

② 広島の⽂化と魅⼒を発信し、トキ消費を誘発する賑わいの場づくり

② 河川空間の利活⽤の促進

① 官⺠連携まちづくりの推進

② まちづくりの担い⼿育成を促進する取組の強化

① 河川空間の環境整備

①都市圏内の移動を促進
するモビリティサービ
スの充実

②多様な交通モードによる
都⼼のウォーカビリティ
向上

② 公共交通の利⽤を促進するモビリティサービスの導⼊

① 移動の利便性を⾼める交通ネットワークの強化

① 居⼼地がよく、歩いて楽しい都市空間の整備

② 都⼼型モビリティの活⽤促進

具体的な取組⽅策

①コロナ禍による⽇常
⽣活圏に対するニー
ズや役割の変化

②都⼼における⼈を
惹き付ける魅⼒の
不⾜

③公共交通や徒歩での
移動利便性の低さ

課題整理

①郊外や周辺都市の⽣活圏
在宅勤務の定着により、
居住地選択性が⾼まる可
能性がある
⽣活重視の傾向が強まり、
⾃宅周辺での活動ニーズ
等が拡⼤

②都⼼の魅⼒
⼈⼝の社会減が拡⼤
多様性・交流・⾃⼰実現
などへの評価が低い
リアル体験や交流の重要
性を感じる⼈が多い

③都⼼におけるゆとりある
屋外空間
ゆとりある屋外空間への
ニーズの⾼まり
恵まれた⾃然環境を活⽤
したゆとり空間の少なさ

現状分析

④公共交通ネットワークや
ウォーカビリティ
公共交通の利⽤が減少
公共交通の利便性や
ウォーカビリティに対す
る評価が低い
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都心都心

周辺都市・地域周辺都市・地域

モノ

カネ

情報

ヒト

都心都心

周辺都市・地域周辺都市・地域

居住

業務、娯楽、商業 …

都心がヒト・モノ・カネ・情報を
吸引し、都市圏を形成

利便性や経済性の発揮
（業務、娯楽等の機能集積が人を惹き付ける）

① 周辺都市・地域等は主に居住機能を担う。
② 都⼼は、主に業務・娯楽等の機能を担い、利便性や経済性で⼈を惹き付ける。
⇒ ヒト・モノ・カネ・情報が、周辺都市・地域等から都⼼へ集まり、都市圏を形成。

【これまでの都市圏】【これまでの都市圏】

都心

周辺都市・地域周辺都市・地域

都心都心

周辺都市・地域周辺都市・地域

業務、娯楽、商業  …

① 周辺都市・地域等は、オンライン等の活⽤により、働く場と暮らす場が融合した⽣活圏を形成。
② 都⼼は、利便性や経済性に加え、リアルな体験・交流機会等の提供により、個性や多様性で⼈を惹き付ける。
⇒ オンラインやシームレスな交通ネットワークによって地域が連担し、都市圏を形成。

【これからの都市圏】【これからの都市圏】

ヒト

都心
情報 モノ

カネ

都心をハブに
大都市圏等とつながる

移動が減り、生活圏の集合体
として都市圏が形成

コト消費、ビジネス交流、ゆとり空間 …

個性や多様性の発揮
（多様な機能の広がりが人を惹き付ける）

オンライン等で
居住機能と業務機能が融合

都心から機能の一部が移り、
用途混在型の生活圏を形成

居住、業務 …

ヒト

都心都心

周辺都市周辺都市周辺地域周辺地域

環境に優しい多様な交通モードの組み合わせや
歩いて楽しい移動環境

周辺都市・地域と都心をつなぐ
シームレスな交通ネットワーク

■これからの都市圏を⽀えるモビリティ

■今後の具体的取組
都⼼ 周辺都市・地域 実現に向けた⽅策

ま
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り

モ
ビ
リ
テ
ィ

・サテライトオフィス・サテライトオフィス
・サードプレイス (・サードプレイス (※1)※1)
   （コワーキング、空き家等の活⽤）   （コワーキング、空き家等の活⽤）

・サテライトオフィス
・サードプレイス (※1)
   （コワーキング、空き家等の活⽤）

・ビジネス交流拠点・ビジネス交流拠点
・ビジターの拠点施設・ビジターの拠点施設
・若者・外国⼈等向け賃貸住宅・若者・外国⼈等向け賃貸住宅
・体験・体感型の賑わいの場・体験・体感型の賑わいの場

・ビジネス交流拠点
・ビジターの拠点施設
・若者・外国⼈等向け賃貸住宅
・体験・体感型の賑わいの場

・助成、補助・助成、補助
・規制緩和・規制緩和
・環境整備・環境整備
・施設整備・施設整備

・助成、補助
・規制緩和
・環境整備
・施設整備

・多様な勤務体系の導⼊・多様な勤務体系の導⼊
・広島の魅⼒・⽂化の発信・広島の魅⼒・⽂化の発信
・川辺の賑わいづくり・川辺の賑わいづくり
・エリアマネジメントの推進・エリアマネジメントの推進
・まちづくりの担い⼿育成・まちづくりの担い⼿育成

・多様な勤務体系の導⼊
・広島の魅⼒・⽂化の発信
・川辺の賑わいづくり
・エリアマネジメントの推進
・まちづくりの担い⼿育成

・多様な勤務体系の導⼊・多様な勤務体系の導⼊
・⾝近な公共空間の活⽤・⾝近な公共空間の活⽤
・川辺の賑わいづくり・川辺の賑わいづくり

・多様な勤務体系の導⼊
・⾝近な公共空間の活⽤
・川辺の賑わいづくり

・BRT(・BRT(※2)※2)、結節機能の強化、結節機能の強化
・MaaS、完全ゾーン運賃・MaaS、完全ゾーン運賃
・公共交通利⽤インセンティブ・公共交通利⽤インセンティブ
・ウォーカブルな環境整備・ウォーカブルな環境整備
・都市型モビリティの導⼊・都市型モビリティの導⼊

・BRT(※2)、結節機能の強化
・MaaS、完全ゾーン運賃
・公共交通利⽤インセンティブ
・ウォーカブルな環境整備
・都市型モビリティの導⼊

・BRT・BRT(※2)※2)、結節機能の強化、結節機能の強化
・フィーダー交通 (・フィーダー交通 (※3)※3) の充実の充実
・BRT(※2)、結節機能の強化
・フィーダー交通 (※3) の充実

※１ ⾃宅、学校、職場とは別に存在する、居⼼地の良い場所※１ ⾃宅、学校、職場とは別に存在する、居⼼地の良い場所
※２ ※２ 連節バス、公共⾞両優先システム、バス専⽤道、バスレーン等を組み合わせることで、連節バス、公共⾞両優先システム、バス専⽤道、バスレーン等を組み合わせることで、
    速達性・定時性の確保や輸送能⼒の増⼤が可能となる⾼次の機能を備えたバスシステム速達性・定時性の確保や輸送能⼒の増⼤が可能となる⾼次の機能を備えたバスシステム
※３ 幹線と接続し、⽀線の役割をもって運⾏される路線バス等※３ 幹線と接続し、⽀線の役割をもって運⾏される路線バス等

※１ ⾃宅、学校、職場とは別に存在する、居⼼地の良い場所
※２ 連節バス、公共⾞両優先システム、バス専⽤道、バスレーン等を組み合わせることで、

 速達性・定時性の確保や輸送能⼒の増⼤が可能となる⾼次の機能を備えたバスシステム
※３ 幹線と接続し、⽀線の役割をもって運⾏される路線バス等

■都市圏づくりの⽅向性イメージ
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